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論 文 内 容 の 要 旨 







 〔 方法ならびに成績 〕 
 対象は正常被験者 125 名（男 63 名、女 62 名）である。年令が 20 から 29 歳であること、神経症状や神経疾患が
ないこと、心血管系の異常がないこと、閉所恐怖症のような核磁気共鳴画像検査の不適応な条件がないこと、薬剤服
用中でないことを被験者の条件とした。被験者には 1.5 テスラ核磁気共鳴画像装置の寝台に頚部が中立位で寝て頂い
て検査を行った。核磁気共鳴画像検査の内容は、三次元核磁気共鳴血管像（くり返し時間 35 ミリ秒、エコー時間 4.7
ミリ秒、フリップ角 20 度、画素数 256x256、画像の大きさ 200 mm、スラブ厚 52.8 mm、スライス厚 0.8 mm）、二
次元位相画像（くり返し時間 24 ミリ秒、エコー時間 6.6-7.2 ミリ秒、フリップ角 30 度、画素数 256x256、画像の大
きさ 120 mm、スライス厚 5 mm、16 心時相）、および二次元 T2 強調横断画像（くり返し時間 4000 ミリ秒、実効エ




















 結果は 125 名の被験者の内８名は被験者自体に起因する原因あるいは技術的な問題により結果解析から除かれた。
残り 117 名のウイリス輪の型は教科書型（105 名）、前大脳動脈近位部低形成型（６名）、後大脳動脈近位部低形成型
（６名）であった。これら３つの型に対して両側内頸動脈と脳底動脈の血流の合計は各々781＋/－151（平均＋/－標
準偏差）ml/min、744＋/－119 ml/min、763＋/－129 ml/min であり型による有意差を認めなかった。一方 低形成
と同側の内頸動脈：対側の内頸動脈：脳底動脈の血流量比は３つのウイリス輪の型に対して各々39.8％：38.9％：21.3％、
31.8％：49.1％：19.0％、46.6％：41.6％：11.7％ であり、型による有意差が認められた。 




論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
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